グローバル教育における基礎づくりの重要性 : スーパーグローバルハイスクール事業と本校における国語教育との接点 by 髙野 慎太郎
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
お
け
る
基
礎
づ
く
り
の
重
要
性
｜
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
と
本
校
に
お
け
る
国
語
教
育
と
の
接
点
｜
髙
野
慎
太
郎
一
は
じ
め
に
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校
（
以
下
、
本
校
）
は
、
平
成
二
十
八
年
度
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
研
究
開
発
構
想
名
は
「
音
楽
の
力
で
世
界
を
魅
了
す
る
先
導
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
構
想
名
の
下
、
音
楽
の
早
期
専
門
教
育
を
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
の
開
校
当
初
よ
り
緊
密
な
高
大
連
携
に
よ
っ
て
展
開
し
て
き
た
本
校
が
、
次
に
掲
げ
る
三
本
柱
を
中
心
に
世
界
で
活
躍
す
る
音
楽
家
を
育
成
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
を
昨
年
度
よ
り
五
年
間
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
（
平
成
二
十
九
年
）
度
は
、
そ
の
第
二
年
次
に
相
当
す
る
。
以
下
、「
構
想
?１
）
調
書
」に
基
づ
い
て
本
校
が
進
め
る
研
究
開
発
の
三
本
柱
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。
?
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（G
lobal P
ractice
）
目
標：
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
音
楽
家
に
お
い
て
重
要
と
な
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
で
あ
る
「
独
創
性
」
を
基
軸
と
し
た
「
音
楽
表
現
力
」
及
び
「
合
奏
力
」
を
一
層
高
め
て
い
く
。
方
法：
東
京
藝
大
の
海
外
一
線
級
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト
誘
致
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指
導
者
・
音
楽
家
に
よ
る
指
導
・
交
流
機
会
の
拡
充
。
ⅰ
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指
導
者
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
を
実
施
。
ⅱ
学
外
ス
テ
ー
ジ
へ
の
生
徒
派
遣
（
今
年
度
は
九
月
に
第
二
学
年
全
員
を
英
国
に
派
遣
）。
仮
説：
国
内
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
の
参
加
・
入
賞
数
や
国
内
外
ス
テ
ー
ジ
活
動
数
の
増
加
は
も
と
よ
り
、
著
名
な
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
等
へ
の
参
加
・
入
賞
数
の
増
加
へ
と
繋
が
り
、
将
来
、
国
際
舞
台
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
音
楽
家
と
し
て
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
教
育
課
程
と
の
関
係：
「
合
奏
（
三
単
位
×
三
年
間
）」「
重
奏
（
一
単
位
×
三
年
間
）」
に
お
い
て
、
海
外
一
流
音
楽
大
学
・
楽
団
の
指
導
者
・
演
奏
家
（
邦
楽
は
国
内
一
線
級
人
材
）
を
講
師
と
す
る
指
導
を
導
入
。
?
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（G
lobal C
om
m
unication
）
目
標：
将
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
音
楽
家
に
お
い
て
重
要
と
な
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
で
あ
る
「
多
様
性
」
を
基
軸
と
し
た
「
交
信
力
」
及
び
「
共
感
力
」
を
一
層
高
め
て
い
く
。
方
法：
音
楽
家
と
し
て
求
め
ら
れ
る
語
学
力
強
化
（
東
京
藝
術
大
学
言
語
・
音
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
）、学
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
拡
充
。
ⅰ
習
熟
度
別
の
少
人
数
ク
ラ
ス
編
成
の
実
施
と
、
英
会
話
を
中
心
と
し
た
語
学
教
育
の
充
実
。
ⅱ
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
選
択
履
修
の
機
会
を
設
定
。
ⅲ
学
外
ス
テ
ー
ジ
へ
の
生
徒
派
遣
（
今
年
度
は
九
月
に
第
二
学
年
全
員
を
英
国
に
派
遣
）。
仮
説：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
― 85―
と
を
通
じ
て
、
他
者
と
の
交
流
に
基
づ
く
音
楽
活
動
実
践
に
必
要
な
能
力
の
涵
養
が
期
待
さ
れ
、
将
来
、
国
内
外
の
一
流
音
楽
家
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
聴
衆
の
ニ
ー
ズ
等
を
的
確
に
踏
ま
え
た
演
奏
交
流
が
可
能
と
な
る
。
教
育
課
程
と
の
関
係：
ⅰ
?英
語
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
（
三
年
間
で
七
単
位
）」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
〜
Ⅲ
（
三
年
間
で
九
単
位
）」
を
能
力
別
三
ク
ラ
ス
に
再
編
・
少
人
数
化
し
、
上
位
ク
ラ
ス
は
東
京
藝
大
の
言
語
・
音
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
授
業
を
共
同
化
す
る
等
、
英
会
話
力
を
強
化
。
ⅱ
音
楽
分
野
で
重
要
な
「
フ
ラ
ン
ス
語
」「
ド
イ
ツ
語
」
の
選
択
履
修
（
高
大
連
携
授
業
）。
ⅲ
「
総
合
学
習（
二
単
位
）」に
お
い
て
海
外
等
学
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
導
入
。
?
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
（G
lobal C
areer
）
目
的：
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
音
楽
家
に
お
い
て
重
要
と
な
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
で
あ
る
「
主
体
性
」
を
基
軸
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
力
」
及
び
「
挑
戦
力
」
を
一
層
高
め
て
い
く
。
方
法：
国
際
舞
台
へ
の
飛
躍
等
、
自
身
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
主
体
的
音
楽
活
動
の
拡
充
。
ⅰ
学
外
有
識
者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
講
座
の
実
施
。
ⅱ
東
京
藝
術
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、
情
報
共
有
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
。
仮
説：
将
来
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
力
が
強
化
さ
れ
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
自
身
の
進
む
べ
き
道
を
見
極
め
、
自
主
的
に
課
題
を
探
求
し
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
挑
戦
、
開
拓
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
将
来
、
海
外
音
楽
大
学
へ
の
留
学
や
海
外
ス
テ
ー
ジ
へ
の
参
加
増
加
が
見
込
ま
れ
、
国
際
舞
台
を
含
め
幅
広
く
活
動
す
る
音
楽
家
と
し
て
の
主
体
的
な
行
動
力
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
育
課
程
と
の
関
係：
「
総
合
学
習
（
二
単
位
）」「
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
（
三
単
位
）」
に
お
い
て
学
外
有
識
者
に
よ
る
「
キ
ャ
リ
ア
講
座
」
を
導
入
。
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
は
、
教
育
課
程
に
お
い
て
は
、
音
楽
・
外
国
語
・
特
別
活
動
・
総
合
的
学
習
の
時
間
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
稿
者
が
担
当
す
る
国
語
は
構
想
上
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
に
よ
っ
て
授
業
展
開
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
に
よ
る
研
究
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
本
校
生
徒
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
意
識
に
疑
問
を
持
つ
に
至
っ
た
。
同
時
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
は
何
か
と
い
う
問
を
な
く
し
て
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
が
志
向
す
る
目
的
を
達
成
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
現
代
文
の
授
業
実
践
を
通
し
て
、
生
徒
の
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
の
変
化
に
関
す
る
分
析
と
授
業
の
効
果
を
論
じ
た
い
。
ま
た
、
本
校
は
音
楽
高
校
で
あ
り
、
在
籍
す
る
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
将
来
音
楽
家
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
芸
術
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
分
析
対
象
は
、
稿
者
が
担
当
す
る
第
二
学
年
「
現
代
文
Ｂ
」
の
授
業
で
あ
る
。
二
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
要
素
と
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
そ
も
そ
も
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
目
的
は
何
か
。
文
部
科
学
省
よ
り
出
さ
れ
た
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
実
施
要
項
（
平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
に
は
趣
旨
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。高
等
学
校
及
び
中
高
一
貫
教
育
校
（
中
等
教
育
学
校
、
併
設
型
及
び
連
携
型
中
学
校
・
高
等
学
校
）（
以
下
「
高
等
学
校
等
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
資
す
る
教
育
を
通
し
て
、
生
徒
の
社
会
課
題
に
対
す
る
関
心
と
深
い
教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決
力
等
の
国
際
的
素
養
を
身
に
付
け
、
も
っ
て
、
将
来
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
が
、
そ
の
主
た
る
目
的
と
し
て
強
調
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
各
指
定
校
は
そ
れ
を
意
識
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
本
校
も
「
音
楽
の
力
で
世
界
を
魅
了
す
る
先
導
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
構
想
名
が
示
す
と
お
り
、
音
楽
教
育
を
通
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
す
べ
く
、
開
校
当
初
か
ら
の
緊
密
な
高
大
連
携
を
十
二
分
に
活
か
し
つ
つ
、
先
に
掲
げ
た
三
本
柱
を
中
心
に
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
。
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
」
と
は
、
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
の
か
。
二
〇
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六
月
四
日
に
政
府
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議
に
よ
っ
て
ま
と
ま
ら
れ
た
『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
戦
略
』
に
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
概
念
に
包
含
さ
れ
る
要
素
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
要
素
Ⅰ：
語
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
要
素
Ⅱ：
主
体
性
・
積
極
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
協
調
性
・
柔
軟
性
、
責
任
感
・
使
命
感
要
素
Ⅲ：
異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
研
究
開
発
の
三
本
柱
を
見
て
み
よ
う
。
?
グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
は
、
本
校
の
音
楽
教
育
が
そ
の
中
心
を
担
い
、「
独
創
性
」
を
基
軸
と
し
た
「
音
楽
表
現
力
」
及
び
「
合
奏
力
」
の
向
上
を
目
指
す
。
定
期
演
奏
会
や
室
内
楽
発
表
会
等
、
校
外
に
向
け
た
成
果
発
表
を
念
頭
に
置
い
て
集
団
で
取
り
組
む
こ
と
は
、
要
素
Ⅱ
に
挙
げ
ら
れ
る
協
調
性
・
柔
軟
性
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ま
た
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
表
現
力
の
伸
長
は
、
主
体
性
・
積
極
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
裏
付
け
と
な
っ
て
、
結
果
と
し
て
国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
・
入
賞
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
?
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
多
様
性
」
を
基
軸
と
し
た
「
交
信
力
」
及
び
「
共
感
力
」
の
向
上
を
目
指
す
。『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
戦
略
』
で
も
殊
に
強
調
さ
れ
て
い
る
要
素
Ⅰ
の
語
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
外
国
語
教
育
が
そ
の
中
心
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
演
奏
を
伴
う
海
外
派
遣
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
音
楽
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
。
そ
れ
が
要
素
Ⅲ
に
挙
げ
ら
れ
る
異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
?
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
は
、「
主
体
性
」
を
基
軸
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
力
」
及
び
「
挑
戦
力
」
の
向
上
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
講
演
等
の
実
施
に
よ
っ
て
生
徒
が
自
ら
の
現
在
と
第
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
と
の
差
異
を
自
覚
し
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
く
ま
で
の
手
立
て
を
考
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
要
素
Ⅱ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
と
深
く
結
び
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
と
し
て
の
資
質
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
養
う
と
と
も
に
、
要
素
Ⅲ
に
あ
る
よ
う
な
他
者
と
自
己
の
理
解
が
深
化
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
よ
る
研
究
開
発
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
有
す
べ
き
要
素
を
総
合
的
に
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
想
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
三
本
校
生
徒
の
現
状
前
項
に
お
い
て
は
本
校
が
推
進
す
る
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
で
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
者
た
る
本
校
生
徒
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
校
は
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
に
附
属
す
る
音
楽
高
校
で
あ
り
、
在
籍
す
る
生
徒
は
、
一
学
年
一
学
級
四
十
人
と
い
う
少
数
の
入
学
定
員
な
が
ら
、
そ
の
一
学
級
の
中
に
作
曲
・
ピ
ア
ノ
・
弦
楽
器
・
管
打
楽
器
・
邦
楽
を
専
攻
実
技
と
し
て
学
ぶ
生
徒
が
混
在
し
て
い
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
音
楽
に
触
れ
、
将
来
音
楽
家
に
な
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
洋
楽
（
邦
楽
を
除
く
各
専
攻
）
の
生
徒
は
、
古
典
音
楽
の
本
場
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
憧
れ
が
強
く
、
本
校
入
学
以
前
か
ら
海
外
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
や
講
習
会
に
参
加
し
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
将
来
留
学
し
た
り
、
仕
事
で
国
際
的
に
活
躍
し
た
い
と
考
え
る
生
徒
の
割
合
は
八
割
を
超
え
て
?２
）
お
り
、
世
界
を
見
据
え
る
意
識
は
全
体
と
し
て
高
い
。
で
は
、
生
徒
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
の
か
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
教
材
を
扱
う
前
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
「
Ｇ
」、
す
な
わ
ち
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
は
何
か
と
問
う
て
み
た
。
特
に
字
数
等
を
制
限
せ
ず
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
答
え
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
①
「
世
界
」
と
い
う
語
を
含
む
も
の
・
世
界
化
・
世
界
的
規
模
・
世
界
と
繋
が
る
こ
と
・
世
界
を
一
つ
に
し
て
い
く
・
世
界
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
・
世
界
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
世
界
の
国
々
が
仲
良
く
な
る
こ
と
・
世
界
中
で
文
化
的
、
社
会
的
な
交
流
が
行
わ
れ
、
国
々
の
関
係
が
密
接
に
な
る
こ
と
②
「
地
球
」
と
い
う
語
を
含
む
も
の
・
地
球
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・
地
球
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
意
識
を
高
め
る
こ
と
・
グ
ロ
ー
バ
ル
（global
）
がglobe
（
地
球
）
か
ら
来
て
い
る
の
で
、
地
球
全
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
③
「
国
家
」
?国
境
」「
国
籍
」
等
の
枠
組
み
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
・
国
境
を
超
え
る
現
象
・
国
と
国
と
の
壁
が
な
く
な
り
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
の
動
き
が
活
発
に
な
る
こ
と
・
国
を
超
え
て
物
事
を
取
り
組
む
こ
と
（
考
え
る
こ
と
）
・
国
籍
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
・
国
家
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
国
際
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
・
国
境
・
人
種
を
超
え
て
遠
く
の
文
化
を
知
れ
る
一
方
、
文
化
が
統
一
化
さ
れ
て
個
性
が
薄
れ
る
こ
と
・
地
域
や
国
境
を
越
え
て
世
界
が
繋
が
る
こ
と
④
「
国
際
」
と
い
う
語
を
含
む
も
の
・
国
際
化
・
国
際
的
な
こ
と
・international
と
は
少
し
違
う
と
思
う
が
、何
が
ど
う
違
う
か
は
正
直
よ
く
わ
か
ら
な
い
・
今
ま
で
「
自
分
た
ち
の
文
化
が
一
番
」
と
自
分
た
ち
の
枠
組
み
に
執
着
し
て
い
た
の
が
、
他
の
文
化
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
見
方
を
広
げ
、
枠
組
み
を
開
放
し
、
様
々
な
刺
激
を
し
あ
う
こ
と
で
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
、
高
尚
な
文
化
、
文
明
を
育
む
こ
と
⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
関
連
付
け
た
も
の
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
発
達
に
伴
っ
て
世
界
中
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
情
報
を
手
に
入
れ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
使
っ
て
、
世
界
で
情
報
や
技
術
を
共
有
し
、
社
会
発
展
を
さ
せ
る
こ
と
⑥
外
国
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
付
け
た
も
の
・
英
語
を
喋
る
・
海
外
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
⑦
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
日
本
人
の
あ
り
方
へ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
・
外
国
で
は
自
己
の
主
張
が
強
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
人
は
世
間
に
流
さ
れ
や
す
い
・
最
近
こ
の
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
日
本
人
は
こ
れ
に
縛
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
・
自
身
の
自
我
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
い
う
か
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
、
日
本
人
に
は
足
り
な
い
⑧
そ
の
他
・
外
国
・
多
様
化
・
異
文
化
理
解
こ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
生
徒
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
耳
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
言
葉
の
定
義
や
問
題
の
所
在
に
つ
い
て
は
曖
昧
な
部
分
が
多
く
、
適
切
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」と
い
う
言
葉
の
み
が
先
走
り
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
先
に
ま
と
め
た
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
い
う
も
の
が
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
に
世
界
で
の
活
躍
を
志
向
す
る
生
徒
が
多
い
本
校
な
れ
ば
こ
そ
、
な
お
さ
ら
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
自
ら
を
ど
う
位
置
づ
け
、
音
楽
と
共
に
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
四
授
業
実
践
前
項
で
述
べ
た
生
徒
の
現
状
を
踏
ま
え
、「
現
代
文
Ｂ
」に
お
い
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
授
業
を
実
践
し
た
。
本
校
が
採
択
す
る
「
現
代
文
Ｂ
」
の
教
科
書
は
数
研
出
版
発
行
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
第
一
章
に
あ
る
上
田
紀
行
の「「
内
的
成
長
」社
?３
）
会
へ
」
を
教
材
と
し
て
第
二
学
年
で
扱
っ
た
。
教
科
書
採
用
部
分
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
「
中
間
社
会
」
が
崩
壊
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
宗
教
的
原
理
主
義
が
同
時
に
進
展
す
る
中
、
多
様
な
「
生
き
る
意
味
」
の
捨
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。
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「
内
的
成
長
」
を
も
た
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
創
造
が
今
こ
そ
求
め
ら
?４
）
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
内
的
成
長
」
と
は
、
他
者
の
「
生
き
る
意
味
」
へ
の
内
的
感
受
性
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
教
材
を
用
い
た
最
大
の
理
由
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
問
題
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
先
の
生
徒
の
現
状
に
も
見
ら
れ
る
が
、
生
徒
の
多
く
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
に
よ
っ
て「
世
界
の
国
々
が
仲
良
く
な
る
」「
刺
激
し
あ
う
こ
と
で
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
、
高
尚
な
文
化
、
文
明
を
育
む
」
と
考
え
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
絶
対
的
に
良
い
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
校
が
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
よ
り
主
観
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
肯
定
す
る
意
識
を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
本
教
材
に
よ
っ
て
一
度
リ
セ
ッ
ト
し
、
改
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
相
対
化
し
、
そ
の
問
題
点
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
い
く
意
味
は
大
き
い
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
宗
教
的
原
理
主
義
に
つ
い
て
は
、「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
打
ち
出
す
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
や
世
界
各
地
で
起
こ
る
宗
教
的
原
理
主
義
者
に
よ
る
テ
ロ
事
件
等
、
具
体
的
か
つ
時
事
的
な
事
柄
と
も
関
連
付
け
る
こ
と
で
、
文
章
の
読
み
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
実
践
①
『
教
授
資
料
』
に
あ
る
「
授
業
の
展
開
例
」
で
は
、
本
教
材
を
三
〜
五
時
間
で
の
活
用
を
想
定
し
て
お
り
、
三
つ
あ
る
意
味
段
落
を
そ
れ
ぞ
れ
音
読
さ
せ
、
内
容
を
確
認
し
、
ま
と
め
る
と
い
う
流
れ
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
順
を
追
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
を
理
解
し
、
全
体
像
を
把
握
す
る
と
い
う
意
図
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
数
時
間
を
か
け
て
同
じ
教
材
を
扱
う
場
合
、部
分
と
部
分
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
づ
ら
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。よ
っ
て
、
部
分
を
積
み
上
げ
て
全
体
を
把
握
す
る
流
れ
よ
り
も
、
ま
ず
は
全
体
の
大
枠
を
把
握
し
、
全
体
と
の
関
係
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
部
分
の
理
解
を
進
め
、
全
体
の
理
解
を
深
め
る
方
法
が
有
効
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
文
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
や
テ
ー
マ
に
関
す
る
学
習
を
あ
ら
か
じ
め
行
う
必
要
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
句
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
も
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
読
む
こ
と
の
学
習
の
中
で
は
、
自
分
の
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
言
葉
に
関
心
を
も
た
せ
、
そ
れ
を
話
す
こ
と
や
書
く
こ
と
の
学
習
に
お
い
て
積
極
的
に
使
う
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
日
常
あ
ま
り
用
い
な
い
が
、
理
解
し
、
思
考
し
、
表
現
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
語
や
、
学
習
を
進
め
る
上
で
必
要
な
語
に
つ
い
て
意
識
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
?５
）
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
ま
ず
本
文
を
通
読
す
る
前
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
把
握
さ
せ
た
い
。
ち
な
み
に
、
日
本
で
最
大
規
模
の
国
語
辞
典
で
あ
る
『
日
本
国
語
大
?６
）
辞
典
』
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
の
項
に
は
「
地
球
的
な
規
模
で
あ
る
さ
ま
。
全
世
界
に
わ
た
る
さ
ま
。
世
界
的
。」
と
あ
る
だ
け
で
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）」
や
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
の
立
項
は
な
い
。
ち
な
み
に
本
校
の
生
徒
が
語
句
を
調
べ
る
際
に
使
用
す
る
電
子
辞
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
主
な
辞
書
と
し
て
は
『
広
辞
苑
』
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
同
様
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
立
項
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
国
を
超
え
て
地
球
規
模
で
交
流
や
通
商
が
拡
大
す
る
こ
と
。
世
界
全
体
に
わ
た
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
国
を
超
え
て
地
球
全
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
る
考
え
方
や
主
義
。
こ
れ
を
読
む
だ
け
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
も
の
が
、
い
か
な
る
社
会
現
象
で
あ
る
の
か
は
把
握
し
づ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
副
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い
る『
現
代
文
キ
ー
ワ
ー
ド
?７
）
読
解
』
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）」
の
解
説
に
目
を
向
け
る
。
す
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。
国
際
化
と
い
う
傾
向
は
あ
く
ま
で
「
国
家
」
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
家
や
国
境
に
関
係
な
く
、物
事
が
地
球
規
模
で
展
開
す
る
こ
と
を
言
う
。ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
な
ど
が
国
境
に
関
係
な
く
（
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
）
行
き
交
う
現
代
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
問
題
点
と
し
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
力
の
論
理
が
む
き
出
し
に
な
り
、
弱
い
文
化
を
押
し
つ
ぶ
す
よ
う
な
標
準
化
が
進
み
、
弱
肉
強
食
の
世
界
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
。
こ
の
説
明
は
、
本
教
材
の
導
入
と
し
て
内
容
理
解
の
補
助
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
利
点
の
み
を
認
識
し
て
い
た
本
校
の
多
く
の
生
徒
に
と
っ
て
、
当
初
考
え
て
い
た
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
の
意
味
か
ら
す
る
と
意
外
な
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
気
づ
き
が
、
本
教
材
に
よ
る
学
習
の
動
機
付
け
に
も
な
る
。
生
徒
に
限
ら
ず
、
現
代
人
は
情
報
化
が
進
展
す
る
中
で
、
無
意
識
の
う
ち
に
多
種
多
様
な
言
語
に
触
れ
て
い
る
。
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
い
ざ
そ
の
意
味
内
容
を
問
わ
れ
る
と
、
意
外
に
も
そ
の
本
質
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
文
章
の
内
容
、
特
に
評
論
な
ど
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
句
の
意
味
や
文
章
に
関
わ
る
テ
ー
マ
の
論
点
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
把
握
す
る
こ
と
が
、
深
い
理
解
の
土
台
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
実
践
②
昨
今
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
等
は
、
こ
こ
で
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
習
得
し
た
知
識
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
止
め
る
の
で
は
な
く
、
実
社
会
・
実
生
活
に
関
連
付
け
て
活
用
す
る
に
至
る
ま
で
の
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
教
材
も
そ
の
観
点
で
活
用
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
現
状
を
知
識
と
し
て
習
得
し
、
自
ら
の「
生
」と
の
関
わ
り
を
考
え
、
そ
れ
を
言
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
本
校
は
、
音
楽
高
校
で
あ
り
、
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
将
来
音
楽
家
に
な
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
校
生
徒
の
実
生
活
の
中
で
、
音
楽
が
占
め
る
割
合
は
相
当
な
も
の
で
あ
り
、
音
楽
こ
そ
我
が
人
生
と
ま
で
考
え
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
、
本
教
材
の
読
解
を
基
に
、
音
楽
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
不
可
避
な
社
会
現
象
と
ど
う
対
峙
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
趣
旨
に
適
う
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
の
か
が
問
題
に
な
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
発
問
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
?８
）
神
髄
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
生
徒
の
思
考
を
引
き
出
す
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
本
教
材
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
い
う
も
の
が
、
ど
の
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
か
を
学
び
、
さ
ら
に
実
生
活
と
の
関
連
性
を
視
野
に
入
れ
る
と
な
る
と
、
本
校
生
徒
の
場
合
は
、
必
然
的
に
音
楽
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。よ
っ
て
、本
教
材
に
よ
る
学
習
の
ま
と
め
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
芸
術
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
と
い
う
問
い
を
立
て
た
。
や
や
抽
象
的
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
具
体
的
な
問
に
す
る
と
、
思
考
に
窮
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
幅
の
あ
る
問
を
設
定
し
た
。
以
下
に
生
徒
に
よ
る
記
述
の
一
部
を
掲
げ
る
。
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
の
芸
術
は
、意
思
の
伝
達
手
段
と
し
て
は
平
等
な
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
世
界
観
が
強
く
、
誰
に
も
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
更
に
神
秘
的
な
域
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
Ｂ
芸
術
は
、
個
人
の
独
創
性
の
表
現
を
行
う
こ
と
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
の
で
、
機
械
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
言
っ
て
も
互
い
の
思
想
を
尊
重
し
合
い
、
互
い
の
意
見
が
対
立
し
た
り
、
融
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
世
界
を
創
っ
て
い
け
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
を
身
に
つ
け
た
い
。
Ｃ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
あ
る
種
の
均
質
化
に
対
し
、芸
術
と
い
う
も
の
は
不
変
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
芸
術
の
可
能
性
は
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
Ｄ
現
在
、
世
界
に
は
「
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
」
か
ら
こ
そ
で
き
た
と
い
え
る
芸
術
が
多
く
あ
る
。
し
か
し
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
芸
術
の
画
一
化
を
招
く
」
と
の
声
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
い
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
芸
術
」
と
は
、
相
互
に
刺
激
し
合
う
か
ら
こ
そ
発
展
し
て
い
く
も
の
も
あ
る
。
ゴ
ッ
ホ
の
作
品
に
も
日
本
の
浮
世
絵
に
刺
激
さ
れ
て
生
ま
れ
た
も
の
も
あ
る
。
伝
統
と
発
展
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
発
展
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
伝
統
が
続
く
の
で
あ
る
。
も
し
伝
統
に
何
も
変
化
を
加
え
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
「
芸
術
を
守
る
」
の
で
は
な
く
、「
芸
術
を
停
滞
さ
せ
る
」
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
相
互
に
刺
激
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｅ
「
世
界
の
同
化
」
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
、
芸
術
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
芸
術
に
言
語
や
民
族
の
差
異
は
関
係
な
い
。
各
々
が
自
ら
の
感
性
の
ま
ま
に
発
信
し
、
ま
た
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、
個
人
の
考
え
方
や
文
化
、
民
族
性
の
違
い
は
新
た
な
解
釈
を
生
む
可
能
性
に
も
な
る
。
Ｆ
各
々
の
芸
術
に
対
す
る
解
釈
や
意
見
は
均
質
化
せ
ず
に
、さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
共
存
で
き
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
高
校
生
の
レ
ベ
ル
で
の
思
考
な
の
で
、
拙
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
本
教
材
の
学
習
以
前
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
は
何
か
と
い
う
問
に
対
す
る
回
答
と
比
べ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
考
え
は
格
段
に
深
化
し
て
お
り
、
生
徒
自
身
が
芸
術
（
音
楽
）
を
通
し
て
世
界
と
対
峙
す
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
社
会
の
現
状
の
把
握
か
ら
、
本
校
生
徒
の
「
生
き
る
意
味
」
と
も
言
え
る
芸
術
を
通
し
て
、
自
己
が
直
面
す
る
課
題
の
発
見
に
至
っ
た
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
、
本
教
材
と
連
続
し
て
中
島
敦
の
『
山
月
記
』
を
学
習
し
た
影
響
も
あ
る
と
考
え
る
。『
山
月
記
』は
、
高
等
学
校
に
お
け
る
現
代
文
の
定
番
教
材
と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
詩
人
と
し
て
名
声
を
得
よ
う
と
し
た
李
徴
が
、
望
み
叶
わ
ず
発
狂
し
、
虎
と
な
る
物
語
で
あ
る
。
こ
の
李
徴
の
存
在
は
、
音
楽
家
を
志
す
生
徒
に
と
っ
て
、
芸
術
に
（
も
し
く
は
芸
術
で
）
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
切
実
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
徒
に
よ
る
『
山
月
記
』
の
主
題
把
握
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
ａ
?芸
術
」に
か
け
る
思
い
の
大
き
さ
と
、
自
分
自
身
の
身
の
程
、
精
神
的
器
量
の
矛
盾
。
そ
れ
が
芸
術
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
李
徴
の
よ
う
に
自
分
を
破
滅
さ
せ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
ｂ
芸
術
に
生
き
る
こ
と
に
は
、
壁
が
存
在
す
る
。
自
ら
の
才
能
を
信
じ
な
が
ら
も
、
他
者
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
怖
、
さ
ら
に
は
何
の
た
め
に
芸
術
を
志
す
か
と
い
う
葛
藤
も
生
ま
れ
る
。
ｃ
芸
術
至
上
主
義
の
象
徴
と
も
言
え
る
李
徴
の
描
写
は
、芸
術
が
他
の
社
会
機
能
と
関
わ
ら
ず
、芸
術
だ
け
を
価
値
と
し
て
見
る
芸
術
至
上
主
義
の
破
綻
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
し
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
生
徒
の
大
半
は
、
こ
の
よ
う
に
芸
術
の
世
界
で
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ
を
『
山
月
記
』
か
ら
読
み
取
っ
て
お
り
、
李
徴
の
生
き
方
は
、
生
徒
自
身
の
生
き
方
へ
の
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
李
徴
の
描
写
を
通
し
て
自
己
を
客
観
視
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「「
内
的
成
長
」
社
会
へ
」
と
連
続
し
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
音
楽
家
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
ま
で
思
考
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
五
ま
と
め
こ
こ
ま
で
「
現
代
文
Ｂ
」
に
お
け
る
評
論
の
一
教
材
に
よ
る
実
践
の
一
部
を
報
告
し
た
が
、
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
構
想
の
柱
に
国
語
科
の
領
域
が
関
連
す
る
内
容
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
中
で
、
生
徒
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
関
す
る
認
識
を
改
め
て
問
う
と
非
常
に
薄
く
曖
昧
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
何
ら
か
の
学
習
機
会
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
が
本
稿
で
触
れ
た
実
践
に
至
る
き
っ
か
け
で
あ
る
。し
か
し
、
国
語
科
の
目
標
は
、
国
語
を
適
切
に
表
現
し
的
確
に
理
解
す
る
能
力
を
育
成
し
、
伝
え
合
う
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
思
考
力
や
想
像
力
を
伸
ば
し
、
心
情
を
豊
か
に
し
、
言
語
感
覚
を
磨
き
、
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
向
上
を
図
る
態
度
を
育
?９
）
て
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
言
語
能
力
の
育
成
が
国
語
科
の
中
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
社
会
現
象
に
関
す
る
内
容
そ
の
も
の
を
扱
う
こ
と
は
、
国
語
教
育
の
本
質
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
高
等
学
校
の
必
修
科
目
で
も
あ
る
「
現
代
社
会
」
で
学
ぶ
べ
き
項
目
で
あ
る
が
、
本
校
の
教
育
課
程
に
お
い
て
「
現
代
社
会
」
は
第
三
学
年
で
の
履
修
と
な
っ
て
い
る
。
効
果
的
に
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
を
推
進
す
べ
く
、
早
い
段
階
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
は
何
か
」
を
知
る
機
会
を
設
け
る
た
め
に
、
教
育
課
程
の
見
直
し
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
現
行
の
教
育
課
程
で
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
学
年
の
「
国
語
総
合
」
で
本
実
践
と
同
様
の
実
践
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、「
国
語
総
合
」の
内
容
に
含
ま
れ
る
言
語
活
動
の
充
実
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
生
徒
の
言
語
に
関
す
る
能
力
の
伸
長
が
図
れ
る
と
共
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
を
推
進
す
る
上
で
の
基
礎
的
な
知
識
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
髙
木
ま
さ
き
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
国
語
力
に
つ
い
て
、「
他
者
と
の
関
係
性
を
土
台
と
し
て
社
会
と
自
ら
へ
の
問
い
直
し
を
必
須
と
し
て
い
る
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
対
象
認
識
を
支
え
る
豊
か
な
語
彙
、
言
葉
と
対
象
・
言
葉
と
言
葉
の
関
係
な
ど
を
吟
味
す
る
力
、
さ
ら
に
は
他
者
へ
の
想
像
力
な
ど
が
不
可
欠
だ
。
こ
う
し
た
力
こ
そ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
、
た
だ
高
度
な
だ
け
で
な
く
、
真
に
必
要
な
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
の
土
台
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
述
べ
て
?10
）
い
る
。
本
校
生
徒
の
場
合
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
言
葉
の
み
が
一
人
歩
き
し
、
そ
の
意
味
内
容
の
認
識
が
薄
か
っ
た
。
そ
れ
は
語
彙
力
の
問
題
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
い
か
な
る
も
の
で
、
い
か
な
る
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ
を
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
入
口
に
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
知
識
の
習
得
が
支
え
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
の
効
果
的
な
展
開
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
構
想
に
お
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
教
科
と
し
て
は
音
楽
と
外
国
語
が
そ
の
中
心
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
の
た
め
に
国
語
教
育
が
果
た
す
役
― 79 ―
グローバル教育における基礎づくりの重要性
割
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
む
し
ろ
、
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
根
底
を
支
え
る
教
科
と
し
て
、
今
後
も
接
点
を
見
い
だ
し
つ
つ
、
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。
注
⑴
本
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
構
想
調
書
は
、
ス
ー
パ
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http: //w
w
w
.sghc.jp /
）
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
⑵
?平
成
二
十
八
年
度
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
目
標
設
定
シ
ー
ト
」（『
平
成
二
十
八
年
度
（
第
一
年
次
）
Ｓ
Ｇ
Ｈ
研
究
開
発
実
施
報
告
書
』
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高
等
学
校
╱
二
〇
一
七
年
三
月
）
⑶
本
教
材
の
出
典
は
『
生
き
る
意
味
』（
岩
波
新
書
╱
二
〇
〇
五
年
一
月
）
で
あ
る
。
⑷
『
現
代
文
Ｂ
教
授
資
料
１
』（
数
研
出
版
）
⑸
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
編
』（
文
部
科
学
省
╱
二
〇
一
〇
年
六
月
）
⑹
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
╱
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
〜
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
⑺
『
現
代
文
キ
ー
ワ
ー
ド
読
解
』
改
訂
版
（
Ｚ
会
出
版
╱
二
〇
一
六
年
二
月
）
⑻
髙
木
展
郎
・
大
滝
一
登
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
｜
｜
高
校
国
語
の
授
業
改
革
』（
明
治
書
院
╱
二
〇
一
七
年
一
月
）
⑼
注
⑸
に
同
じ
。
⑽
髙
木
ま
さ
き
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
国
語
の
力
」（『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
五
二
一
号
╱
二
〇
一
五
年
九
月
）
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